
ウノレドゥー児童文学研究

ナズ ィール-ア フマ ドとその作品 にっいて

梅 本 麗 子

ナズィール-ア フマ ドNazir Abmad(1830-1912)が1869年 に書いた長編小説

「花嫁の鏡」Miraat-ul一UrOsは 現代ウル ドゥー長編小説の歴史の第一歩を告げる

作品であると同時に, 現代 ウル ドゥー児童文学における最初の長編小説でもある-

この作品を書 くようになったきっかけについて作者は次のように語 っている-

「子供達にとって読んで面白 く, またためになるような本はないかと方々探 し

回った。だが見つけることができなかった。それなら自分で少し書いてみようと

思い, アクバ リーという名前を付けた女主人公の話しを書いた-四-五 ページほ

ど書いたら娘達に渡 してそれで終わるつもりだった。ところが娘達はその後がど

うなるのかしきりに知 りたがって, そこで次々と話 しを重ねアスガリーの話 しま

で書 くことになった。隣近所の奥さん連がこのことを聞いて家にやって来て-写

しては持 って帰 った。」1)

この彼の言葉からも分かるように, 最初は自分の娘達用にと書かれたアクバ リ

ーとアスガ リーの物語は, 当時たまたま彼の家の近 くに滞在 していた州の教育長

の目にとまり, 「花嫁の鏡」とタイトルをつけられて現代ウル ドゥー文学 におけ

る最初の長編小説 となったのである。

最初に娘達に読ませるべ く書かれたのは第一部のアクバ リーの話 しの部分だけ

であろうと思われ, ページ数にして全体の五分の一弱である2)。アクバ リーがい

かに不出来な嫁であったかが事細かに描かれる。裁縫, 料理がまるで不得手で-

浪費家で協調性がな く, 自由に暮 らしたいと言 って夫の親 と別居 し-自 分の愚か

さのために宝石類 をだまし取られ, 嫁入 りの時に持 ってきた衣服は虫に食われ-

結局すべてを失ってしまうとい う粗筋である。ナズィール-ア フマ ドが言 うよう

にこの部分が自分の娘達や近所の少女達に大いに受け入れられたのだとすれば-

イン ドの少女達にとって結婚とい うものが, 非常に現実的な重みを持つものとし

て受け止められていたと思われる。

第二部で, アスガ リーは姉アクバ リーとは対照的に, 素晴 しい嫁 として登場し
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てくる。聡明で正直で, コーランをウル ドゥー語に翻訳できて書が上手で, 裁縫, 

料理 も得意で, 町の人すべてが賞賛するほどゼある。だが作者は彼女の結婚は姉

に比べて条件が悪かった 述づている。姉は16歳 の時に結婚 したが-ア スガ リ

ーは13歳 になっていなか ったし, 夫 もまだ学生であった, とい うのがその理由

である。ここに幼児婚の弊害を説いたナズィール-ア フマ ドの姿勢をうかが うこ

とができる。彼女は非常に優れた人物 として全編を通 して活躍するが, 長年勤め

ていて家計を思 うように動かしていた料理人兼女中頭を追い出してしまうとい う

-ように, なかなかのや り手 という風にも描かれている。彼女の素晴 しさを伝え聞

いて母親達が娘の教育を頼みに来る。「花嫁の鏡」が書かれて三年後に書かれた

「熊座」Banat-un-Nalsh3)で 登場する金持ちの我 がまま娘フスン-ア ー一ラーも, 

そのような娘達の一人 としてすでにここで顔 を見 せ る。「熊座」の第一章と第二

章には 「花嫁の鏡」の この部分がほとんどそっくり用いられており, また 「フス

ン-ア ーラーをアスガリーがどのようにして教育 したかについては, 別の本 を書

くことにしよう4)」と述べていることから考えて, 「熊座」はナズィール-ア フマ

ドが自分の教育理念をさらに詳細に述べるために, この部分を導入部分としてふ

くらませていたっものと見ることができる。

小説全体としては, 人物の会説が中心となりセリフが並べられているだけの単

純な構成をと つており, 筋の展開の意外性や小説構成の面白さとい つたものには

欠けるが, 会話の中にしばしば表現される登場人物の心理描写には人情を感じさ

せる面白さもある。義母が, アスガリーが出来の悪いアクバ リーの妹だからとい

う理由でまとまっていた息子との結婚話 しを渋る場面や(ア クバ リ一の夫とアス

ガリーの夫は兄弟である), アスガ リーの夫が単身赴任で家を離れるのに最:初は

反対 していたが, 給料が15ル ピーから25ル ピー一に上が つたことで喜ぶ場面など

には, ムスリム中流家庭の現実の生活が見えてくるような気がする。また賭け事

に無中になる夫をたしなめ, 働 くのならイギリス人のところの方が給料が良いと

夫に忠言するアスガ リーの言葉からは, 当時めインド社会の状況 も推察できる。

読者にとってこのような題材は非常に身近に感 じられるものであっただろう。
タヘスイの

また, 多産の末に次々と子供を病気で死なせてしまったアスガ リーに 副 徴
ルダづ レ

税吏であった父親が手紙を書 く。この手紙で小説全体が締めくくられるのである

が, この父親はおそらくナズィール-ア フマ ド自身の姿を写したものと言ってい

いだろう。女にとって結婚 とは何か, 人生とは何かといった, 非常に宗教色の濃

い内容が書かれてある長い手紙であるが, 父親の娘に寄せる愛情が行間から伝わ
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ってきて, おそらくこの部分に共鳴する多 くの世の親に受け入れ られ-何 万部も

世に出る結果となったのであろ う。

「花嫁の鏡」が書かれた1869年, 彼は下の娘のために 「お話し集」Muntakhab-

hl-ika-yatを, 息子のために 「チャンド-パ ンド」Chand Pand(幾 つかの忠告)

を書いている。「お話し集」は, 子供達に正しいウル ドゥー語 を教 える意図 を持

って書かれ, 彼自身の創作を含め, 主 としてパンチャ-タ ントラや イソップ物語

から採られた寓話77編 から成 り立っている5)。「チャンド-パ ンド」は短い27章

から成 り立っている忠言集で, それぞれの章 タイトルに関する男児用の忠告がな

されている。食べ過ぎるな, 眠 り過ぎるな, 清潔にせ よ, といった生活上のアド

バイスから始 まり, 人を妬んではいけない, 怒 ってはいけないと続 く。そして自

然現象や地理学など簡単な科学的知識が与えられ, 最後の部分で聖者を列挙し, 

予言者ムハンマ ドの章で終わる。ナズィール-ア フマ ドの実践的教育理念を伝え

ているものとして 「男子は結婚す るまで詩を詠んではいけない。たとえ身内であ

ろうとも女子 と共に遊んではいけない」(五章), 「徳の高い立派な家柄の子とつき

合 うべし」(七章)な どというのがある。また二十六章, イエス.キ リス トにっい

て書かれている部分では 「我々ムスリムとイギリス人の宗教はもちろん異な つて

いるが, 我 々とヒンドゥー教徒ほどの違いはない。我々はヒンドゥ「一数徒の中に

住んでいるので彼 らと交際し, 同じような生活習慣を持っているのである。当然

イギ リス人 とも良くつき合わなければならない。そ うすることが我々の利益にっ

ながるのである。」6)という一文が見える。ナズ ィール-ア フマ ドがイギ リス人の

優位性を見てとり, 彼 らと共存することでイン ド社会の進歩があり得ると考えて

いた姿勢がよくうかがわれる。

1873年 には 「花嫁の鏡」の続編 として 「熊座」が書かれ てい る。前述 した よ

うに, すでに 「花嫁の鏡」の執筆中に内容と構成が計画されていたと思われるも

ので, 54章 の短い章の積み重ねの中に, 我がままで手に負えない娘 フス ン-ア

ーラーが, アスガリーとアスガリーの義理の妹マフムーダの教育によって立派な

女性に成長していく過程ゐミ描かれている。ナズ ィール.ア フマ ドの教育理念を女

子用に書いたものであり, 「花嫁の鏡」 と同じく主 として会話が並べ られ て状況

が進んでいくという構成である。各章でス トーり一の展開とは無関係の人物が登

場し, 自分の経験を語ることもある。自然現象や地理などの科学的知識は 「チ ヤ

ンド-パ ンド」よりは多量に, 詳細に記述されている。教育を受けなかった女性

がいかに悲惨な状況に置かれていたかを訴え, 女性の幸せにとって教育が重要で
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あることが繰 め返し述べ られている。ここで書かれたナズィール-ア フマ ドめ根

本的な教育理念は 「花嫁の鏡」の延長線上にあると言えるだろう。

彼の一連の児童文学作品は, 前述したように子女教育に寄与したものであると

同時に, ウル ドゥー語教育にとっても貴重な貢献をしたとみなされているもので

ある。当時マスジ ツドに併設されていた学校では, アラビア語, ペルシヤ語の教

科書が用いられており, 伝統的な教育の場ではウル ドゥー語は補助的な役割 しか

担 っていなかった。解説文を読んだり, アラビア語, ペルシャ語の単語の意味を

理解するためにだけしか使用されていなかったのである。ナズ ィール-ア フマ ド

は自分の作品の中で, ウル ドゥー語を学ぶようにと繰 り返し子供達に呼びかけて

いる。「お話し集」は 「90年を経た今 日でも, 美しいウル ドゥー語を学ぶために, 

ナズィ」ノレ-ア フマ ドの 『お話 し集』読まなければならない」7)と高 く評価 され

ているものである。

ナズィール-ア フマ ドは非常に厳格な宗教的雰囲気の中で育ったとい う経歴を

持っだけに, 彼の作品すべてには教訓や説教話しが多量に含まれている。結果的

な教育性を表面に押 し出している彼の作品は, 現在の世界の児童文学の傾向から

見るとすでに古い時代のものであると言える。しかし, 最初のウル ドゥー長編小

説が子供のために書かれ, 子供にも与えるべき文学があることを結果的に社会に

知 らしめた彼の貢献は, やはり大きなものであったと言 えるだ ろ う。ナズィー

ル-ア フマ ドと同時期に児童書 の編集 に携 わ り, 多 くの 児童 向け読本 を書い

た人物にムハンマ ド-フ サ イン-ア ーザー ドMammad usain Azad(1830-

1910)が いる。彼らの影響を受けて, 以後続々と類似の作品が生み出され ていっ

た。「第二次大戦後, より実践的で機能的な児童文学が登場して来るまでの間, 

彼 らの影響は数十年 もの間持続 していた。児童文学界の19紀 世後半は輝 か しい

時代であった。」8)と評価されているのである。
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